
様式第 1号―② 1/2頁

農地法第 3条の規定による許可申請書 (別添)

I 一般申請記載事項

1-1
<農地法第 3条第 2頂第 1号関係 >
権利オど取得 しようとする者又はその世帯員等が所有権等を有する農地及び採草放牧地の利用

の状況
<農地法第 3条第 2頂第 5号関係>
権利を取得 しようとする者又はその世帯員等の権利取得後における経営面積 (農 地・採草放

牧地)の状況
特例 (集約的に行われる事業等)の該当有無  有 1無  ※「有」の場合は、様式第1号一③添付

m

1-2 <農 地法第 3条第 2項第 1号関係 >
権利を取得 しようとする者又はその世帯員等の機械の所有の状況

(1)作付 (予定)作物、作物別の作付面積  …。営農計画書の添付
よ
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2<農 地 法 第 8条 第 2頂 第 2号 関 係 >帷 利を取得しようとする者が農業生産法人である場合のみ記載)

その法人の構成員等の状況 (別紙に記載し、添付してください。)

3<農地法第 3条第 2頂第 3号関係 >
の 1受 けにより が取 される の み

2/25煮

の

4<農地法第 3条第 2項第 1号及び第 4号関係 >(権利を取得しようとする者が個人である場合のみ記載)

権利を取得 しようとする者又はその世帯員等のその行 う耕作又は養畜の事業に必要な農作業へ

の従事状況
(「世帯員等」とは、住居及び生計を―にする親族並びに当該親族の行う耕作又は養畜の事業に従事するその他の 2親等内の

親族をいいます。)

(1

(2)そ の 者 の 農 作 業 へ の 従 事 状 況 (該 当する期間 (実績又は見込み)を 「←→」で示 してください。)

(「 農作業に常時従事する期間」とは、その期間、Z、要な農作業 (耕 うん、播種、施肥、刈取り等)にいつでも従事できる状態にある

ことをいいま

(記載要領 )

1 農作業経験等の状況の
2 通作距離及び距離は、
での平均距離又は時間を

5<農地法第 3条第 2項第 7号関係 >
周辺地域との関係

権利を取得 しようとする者又はその世帯員等の権利取得後における耕作又は養畜の事業が、
権利を設定し、又は移転 しようとする農地又は採草放牧地の周辺の農地又は採草放牧地の農
業上の利用に及ぼすことが見込まれる影響を以下に記載 してください。

(例 えば、集落営農や経営体への集積等の取組への支障、農薬の使用方法の違いによる耕作又は養畜の事業への支障等に
ついて記載してください。)

記入例  農作業暦○〇年、農業技術修学暦○〇年
住所地、拠点となる場所等から権利を設定又は移転 しようとする土地ま
記載 して下さい。

氏塔 年齢 権利取得者
との続柄

職 業 農作業従
事 日教

農作業経験
の状況
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臨時雇用 年間延 日数     日

年間延人数 現在 :

増員予定 :

名  (農作業経験の状況
名 (農作業経験の状況
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その行 う耕作又は養畜の事

業に必要な農作業の期間

その者が農作業に常時従事

する期間
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記 入 例

様式第 1号―② 1/2頁

農地法第 3条の規定による許可申請書 (別添)

I 一般申請記載事項

1-1
<農地法第 3条第 2項第 1号関係 >
権利を取得 しようとする者又はその世帯員等が所有権等を有する農地及び採草放牧地の利用

の状況
<農地法第 3条第 2項第 5号関係 >
権利を取得しようとする者又はその世帯員等の権利取得後における経営面積 (農地・採草放
牧地)の状況
特例 (集約的に行われる事業等)の該当有無

地 m

※経営面積の 計十が4,000 以上 となること。

(記載要領 )

1 「自作地」、「貸付地」及び 「借入地」には、現に耕作又は養畜の事業に供 されているものの

※「有」の場合は、様式第 1号―③添付

面

す

等
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2

積を記載 し てください。
なお、「所有地以外の土地」欄の 「貸付地」は、農地法第 3条第 2項第 6号の括弧書きに該当
る土地です。
「非耕作地」には、現に耕作又は養畜の事業に供されていないものについて、筆ごとに面積
を記載するとともに、その状況・理由として、「～であることから条件不利地である」、「賃
人〇〇が〇年間耕作を放棄 している」、「～のため〇年間休耕中である」等自らの耕作又は養
の事業に供することができない旨を詳細に記載 してください。

1-2 <農 地法第 3条第 2項第 1号関係 >
権利を取得 しようとする者又はその世帯員等の機械の所有の状況

(1)作付 (予定)作物、作物別の作付面積  …・営農計画書の添付
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2<農 地 法 第 3条 第 2頂 第 2号 関 係 >l権利を取得しようとする者が農業生産法人である場合のみ記載)

その法人の構成員等の状況 (別紙|こ記載し、添付してください。)

3<農地法第 3条第 2頂第 3号関係 >
の

4<農地法第 3条第 2頂第 1号及び第 4号関係 >(権利を取得しようとする者が個人である場合のみ記載)

権利を取得 しようとする者又はその世帯員等のその行 う耕作又は養畜の事業に必要な農作業ヘ
の従事状況

(「 世帯員等」とは、住居及び生計を―にする親族並びに当該親族の行 う耕作又は養畜の事業に従事するその他の 2親等内の

親族をいいます。)

(1

(2)そ の者 の農 作 業 へ の 従 事 状 況 (該当する期間(実績又は見込み)を 「←→」で示してください。)

(「農作業に常時従事する期間Jと は、その期間、必要な農作業(耕 うん、播種、施肥、刈取り等)にいつでも従事できる状態にある

イこ

い い

氏名 年齢 権利取待者
ルの結オ丙

職 業 農作業従
事 日数

農作業経験
の状況

通作距離
。時間
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＼
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)現在 :  3名  ・ 増員予定 : 0名 (農作業経験の状況

臨時雇用 年間延 日数

年間延人数 現在 : 0名  (農作業経験の状況 :

増員予定 : 0名 (農作業経験の状況 :

0日

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月1月 12月

業 に な

その行 う耕作又は養畜の事

の

その者が農作業に常時従事

(記載要領 )

1 農作業経験等の状況の記入例  農作業暦○〇年、農業技術修学暦○〇年
2 通作距離及び距離は、住所地、拠点となる場所等から権利を設定又は移転 しようとする土地ま
での平均距離又は時間を記載 して下さい。

5<農地法第 3条第 2項第 7号関係 >
周辺地域 との関係

権利 を取得 しよ うとする者又はその世帯員等の権利取得後における耕作又は養畜の事業が、
権利 を設定 し、又は移転 しようとす る農地又は採草放牧地の周辺の農地又は採草放牧地の農
業上の利用に及ぼす ことが見込まれ る影響を以下に記載 して ください。

(例 えば、集落営農や経営体への集積等の取組への支障、農薬の使用方法の違いによる耕作又は養畜の事業への支障等に
ついて記載してください。)

画は、ハウス栽培によるマンゴーで、周辺農地ではさとうき の れ

ている状況である。申請地が一団の農地の端地にあること等から、周辺農地の総合的な利用の
確保に支障が生 じないと考える。

万が一支障が生 じた場合は、地域の農家、農業委員会及び北部農林水産振興センター等の意
見を参考に責任をもつて対処 します。

子 とは、別世帯ではあ り して つてお り

6 の




